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平成２４年度 SGST 第 2 回定期研究会 議事録 
 

 

日時 ：平成 24 年 6 月 15 日(金)   16: 00～17: 30 

場所 ：日本車輌製造株式会社 本社 研修センター 

出席者：安藤，原田 (－)，伊藤，北根，舘石，判治，廣畑 (名大)， 

岡本 (パシフィック C)，奥村 (名工大)，葛，小塩，近藤，久保 (名城大)， 

松村，森田，尾関，織田，日下部，家田，中田，上田，石原，細田， 

大倉，有冨，種丘，岩田 (瀧上)，加藤，佐藤 (中日本 C)，川瀬 (日中 C)， 

山田，吉嶺，三輪 (日車)，山田，行友 (中日本ハイウェイ)，小枝， 

萬谷 (川田工業)，佐光，古市 (維持管理)，園部，紅林 (JIP)，永冨 (八千代 E)， 

村瀬，中野，佐藤 (愛知)，渡邉 (岐阜工業)，大冨 (近代設計)，三浦 (名高)， 

長谷川(セントラル C)，原田(玉野 C) 

                                                                       以上 50名(敬称略) 

 

 

 

１．定期研究会(16:00～17:30) 

講演者：舞鶴高専 建設システム工学科 玉田和也様 

講演項目：【市町村の橋梁長寿命化】 

 

 

講演内容 

講演：【市町村の橋梁長寿命化】： 

 国土交通省では全国の道路管理者に対して，早急に橋の点検を実施しており，その

実態を把握すると共に，「橋の長寿命化修繕計画」を策定し，橋の維持管理を事後保全

から予防保全に切り替える方針を打ち出した．これに関して，都道府県では平成 23年

度末を，市町村では平成 25 年度末を期限として「長寿命化修繕計画」を策定し，「計

画」に則った補修・補強を行えば，これに要する費用の 50～55％を補助するとの方針

を示している． 

 そのため市町村では「橋の長寿命化修繕計画」の策定と運用体制の立ち上げが喫緊

の課題であるが，技術職員の人数不足，技術力不足等の問題を抱えている．その支援

策として京都府中丹広域振興局建設部と舞鶴工業高等専門学校は，市町の技術職員を

対象とした橋の維持管理に関する研修会を設立した．本研究会では，この研修会を通

して見えてきた市町村の橋の長寿命化修繕計画策定における問題点と展望について紹

介された． 

 

以上． 
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